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　新型コロナウイルスの感染拡大が始まっ

てから約11ヵ月。まだ終息のめどは立たない。

　こうした中で、9月にブラジルの一部地

域で、「集団免疫」を達成して感染が自然に

終息に向かうという報告がなされた。自然

感染に委ねることで、本当に集団免疫は確

立するのか?考えてみたい。

◆ワクチンがない中での「集団免疫論」
　まず、そもそも集団免疫とはなにか。こ

れは、集団内に免疫を持つ人が多けれ

ば、感染症が流行しにくくなることを利用

した感染拡大防止の考え方だ。具体的に

は、ワクチン接種等により、免疫保持者を

一定割合まで高めることを意味する。

　感染症の感染力をみるうえで、「基本再

生産数」という概念がある。これは、ある

感染症にかかった人が、免疫を全く持たな

い集団に入ったときに、直接感染させる平

均の人数を表す。WHO（世界保健機関）

は、新型コロナの基本再生産数を、暫定的

に1.4～2.5と示している。

　仮に、基本再生産数が2.5だったとしよ

う。この場合、10人の感染者から2.5倍の

25人に感染が拡大する。もし、25人のう

ち、15人以上が免疫を持っていれば、感染

するのは残りの10人以下となるので、感

染する人数が減り、いずれ終息するはず

だ。つまり60%以上の人が免疫を持って

いれば、感染は終息する。免疫を獲得する

にはワクチン接種が必要だが、日本ではそ

の導入はもう少し待つ必要がある。

　そこで、こんな考えが出てくる。「実際に

新型コロナにかかって免疫を獲得してし

まえば、ワクチンと同じ効果があるはず

だ。」3密回避などの予防策を一切とらず

に、多くの人が感染すれば、集団免疫が機
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能して、いずれ感染は終息に向かう─

これが、自然に集団免疫が確立するとい

う「集団免疫論」の考え方だ。

◆ブラジルは集団免疫が確立した?

　9月に、ブラジルのサンパウロ大学、イ

ギリスのオックスフォード大学などのメン

バーからなる研究チームは、ブラジルのマ

ナウス地域で新型コロナに感染した人が

66%に達し、集団免疫に至り流行が下火

になったとの論文*を公表した。

　ブラジル全体では、7月のピーク時以

後、新規感染の勢いはやや減じていた

が、11月頃から再び感染が拡大してお

り、流行が下火になったとは言えない。

　この論文は、別の専門家による査読前

の段階で発表されており、科学的な真偽に

ついては精査が必要だ。だが、真偽のほど

は別にして、内容がセンセーショナルなだ

けに、多くの物議を醸した。

　現在、世界各国で感染拡大防止と経済

活動再開の両立が進められている。そん

な中、集団免疫論に期待する声も少なから

ずある。しかし、この集団免疫論には、否定

的な見解も数多く寄せられている。

◆再感染や重症化リスクをどう捉えるか
　一般に、ウイルスに感染した患者は体内

で抗体ができる。この抗体が再感染を防

ぐ。これが、免疫の基本的な考え方だ。

　ただ、新型コロナではそう簡単にはいか

ないことがわかってきた。数か月経つと抗

体が減ってしまい、再感染する可能性があ

るというのだ。実際に、回復後に再感染し

た事例が各国で報じられている。新型コロ

ナは「一度かかれば二度とかからない」と

いうほど単純ではないようだ。

◆集団免疫確立までの「多くの犠牲」

　集団免疫論には、集団免疫が確立する

までに死者や重症者など、多くの犠牲が生

じるため問題があるとする見方も多い。

　先ほどの論文によると、マナウス地域で

は、住民1000人に1人の死亡率となって

いる。死亡者数が世界最多のアメリカでも

0.6人程度、日本では0.01人ほどである

ことを踏まえると、この死亡率は、受け入

れ難い。また、死亡には至らずとも、重症患

者が多発して医療体制が崩壊する恐れも

ある。そうなれば、新型コロナ以外の患者

にも影響が及ぶこととなる。

　WHOは、集団免疫論について否定的な

見解を示している。感染拡大を放置して集

団免疫の獲得を目指すのは「科学的にも

倫理的にも問題がある」との警告だ。

◆感染拡大はコントロールできているか
　そもそも、現在の日本で潜在的な感染

者がどれほど広がっているか、正確には

わからない。「日本は検査数が少ないた

め、感染確認には至っていない未受検の

感染者が、市中にたくさん潜在しているは

ず」とみる人もいるだろう。

　それでは、感染者数が最も多い東京

で、濃厚接触者など、感染疑いのある人を

中心に行ったPCR検査の結果はどうか?

　検査の陽性率は、ここ数ヵ月10%未満

で推移していることから、免疫を持つ人

は、まだ限られているものとみられる。

　いま日本には第3波が襲来している

が、欧米、ブラジル、インドのような爆発的

な感染拡大状況ではない。

　この状況で集団免疫論に従い、感染拡

大防止措置を取りやめるのは無謀だ。やは

り、ワクチン接種による集団免疫の確立を

目指すことが適切といえるだろう。
［*］ 論文名 “COVID-19 herd immunity in the 
Brazilian Amazon”
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